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農村地域の防災・減災 県営農村地域防災減災

備考

1 阿南町 川田
かわだ

大
おお

つつみ
ため池工　N=1箇所
　（耐震補強）

145,000
2023
(R5)
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新規
評価
案

Ａ Ａ Ａ
　本ため池は、耐震性調査を実施したとこ
ろ、耐震性を有しないことが判明したため、
早急に対策工事を実施する必要がある。

　所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー ー
事業
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ー ○

○
　所管課の意見が妥当であると判断す
る。

事業
着手

ーＡ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ2

小諸市
佐久市
軽井沢町
御代田町

　本地区の水路は、断面が不足しており、集
中豪雨の際に溢水被害が発生していること
から、早急に対策工事を実施する必要があ
る。

740,000
2024
（R6)御影

みかげ

用水
ようすい

排水路改修 L=1,800ｍ
用水路改修 L=3,619ｍ
ゲート自動化 N=6基

事業概要
全体事業費

（千円）

3 川上村 川上
かわかみ

農道橋耐震補強 N=2橋 580,000
2025
(R7)

完了
予定
年度

Ａ

松川町 古町大井
ふるまちおおい

水路橋耐震補強 N=5橋 125,000
2023
(R5)

Ａ

　所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ーＡ Ａ Ｂ Ｂ Ａ

　本地区の農道橋は、耐震性点検の結果、
下部工の安全率が不足することが判明した
ことに加え、上部工の中央部に設計値を超
える異状なたわみが確認されたため、早急
に対策工事を実施する必要がある。

　本水路橋は、ＪＲ飯田線及び国道153号を
横断する高架水路橋で、老朽化が進んでい
ることから、破損による落下により、国道を走
行中の車両、ＪＲ、近隣の住宅へ甚大な被害
が想定されるため、早急に対策工事を実施
する必要がある。

　所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ーＢ Ａ Ａ Ａ Ａ ー

　本地区の水路は、国道19号・JRを横断す
る水路橋や山腹水路等で、老朽化が進んで
いることから、破損による落下や溢水を生
じ、国道や鉄道等への被害が想定されるた
め、早急に対策工事を実施する必要があ
る。

　所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ーＡ

6 飯綱町 三水
さみず

用排水施設整備
　　　　　　L=1,900ｍ
ゲート自動化 N=2基
土砂崩壊防止施設整備
　　　　　　L=340m

280,000
2024
（R6)

Ｂ Ａ Ａ

Ａ

5 木曽町 木曽
きそ

日義
ひよし 用排水路改修 L=1.6㎞

ため池改修 N=1箇所
280,000

2023
(R5)

Ａ Ａ

4

合　　　　　　　　計 6 箇所

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

　本地区の水路は、断面不足から下流域の
農地や集落において溢水被害が発生してい
るほか、集中豪雨に伴う河川の増水により、
迅速な水門操作ができない状況となっている
ため、早急に対策工事を実施する必要があ
る。

　所管課の意見が妥当であると判断す
る。
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